














いて訴えている ( 大河内 2018abc,p.130-135・p.148-153・p.148-153)。同県で発生した平成 22 年からの



































つてゐた。」( 保田 1988,p.330)( 註
　保田は同じ文章の中で、「廢佛毀釋が強く行はれたのは、局地的で ( 中略 )、全国的に廣く強い行動だつたわ
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